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 次に，個別支援プログラムの内容と提供方法の適切性に関する調査を，健康な小学 3 年
生から 6 年生 12名に実施した。全体評価は，「わかりやすく役立つ」であったことから，
個別支援プログラムは学童の認知発達と食育の学習に基づく内容であり，小学校 3 年生以
上の学童に活用可能と判断できた。  
また，個別支援プログラムの有用性について，小児期にがんに罹患したサバイバー5 名
と，化学療法を受けたがんの子どもの母親 4 名に面接調査を実施した。サバイバーと母親
は，個別支援プログラムを，食育を意識した病院食と食事サービスのニーズ，退院後の生
活を見通した食生活セルフマネジメント支援のニーズを満たす内容と評価した。また，ゲ
ームを取り入れていること，電子版リーフレットの使用を，学童に受け入れやすい教材と
肯定的に評価し，食物や市販食品のカロリー記載の希望があった。 
これらの結果に基づき，「がん化学療法中の学童のための食生活セルフマネジメント個別
支援プログラム」を完成させた。当該プログラムは，がんに罹患した学童への食生活支援
に寄与し，患児の QOL向上につながるものと評価できる。 
以上の結果から，本論文は，がんに罹患した学童のセルフケア能力の発達に有益な示唆
を与えるものであり，小児看護学の発展に大きく貢献する研究として高く評価される。よ
って審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（看護学）の学位を授与するに十分な価
値あるものと認めた。 
 
 
